
マズルカ 

• 内容: 

ショパンは、ポーランドの伝統舞曲マズルカを多数作曲しました。これらの作品

は、ショパンの郷愁や愛国心を反映しており、各曲が異なるキャラクターとテンポ

を持っています。 

• 技術的ポイント: 

マズルカでは、ポーランド舞曲特有のリズム感を正確に表現することが重要で

す。各曲に応じたテンポ感と、軽やかさを持ったタッチが求められます。 

ショパンのマズルカは、彼の作品の中でも特に重要な位置を占めています。マズルカ

は、ポーランドの伝統的な舞曲であり、ショパンはこの形式を通じて、祖国への深い愛情

や個人的な感情を表現しました。ショパンは約 59曲のマズルカを作曲しており、それぞ

れが異なる感情やスタイルを持っています。以下に、ショパンの代表的なマズルカをいく

つか詳しく紹介します。 

マズルカ第 1番 ヘ短調 Op.6-1 

• 概要: このマズルカは、ショパンの最初の出版された作品集に含まれています。

シンプルながらも深い感情が込められており、彼の初期のスタイルが感じられま

す。 

• 構造: 主題は素朴でありながらも、和声的な工夫が見られます。特に中間部で

は、短調から長調への転調が、曲に変化をもたらしています。 

• 演奏のポイント: 素朴さと繊細さを表現することが求められ、リズムのニュアンスに

注意を払いながら演奏することが大切です。 

マズルカ第 2番 嬰ハ短調 Op.6-2 

• 概要: この作品は、Op.6の中でも特に感情豊かな作品です。嬰ハ短調の調性

が、曲に哀愁と深い悲しみを与えています。 

• 構造: 曲は三部形式で、中間部では長調に転調し、一時的に明るい雰囲気

が漂います。しかし、再現部で再び悲しげな主題が戻ってきます。 



• 演奏のポイント: 内面的な感情を深く表現することが求められます。特にペダル

の使い方が重要で、和音の響きを活かすように演奏します。 

マズルカ第 3番 ホ長調 Op.6-3 

• 概要: このマズルカは明るく軽快な雰囲気が特徴です。ショパンの初期の作品

ですが、すでに彼独自のスタイルが確立されています。 

• 構造: 曲は軽やかで、ポーランドの田園風景を思わせるような牧歌的な雰囲気

を持っています。中間部は少し落ち着いた雰囲気になりますが、すぐに主題が

戻ります。 

• 演奏のポイント: 軽快さと優雅さを持って演奏し、マズルカ特有のリズム感を大切

にします。ペダルの使い方にも注意が必要です。 

マズルカ第 4番 変ホ短調 Op.6-4 

• 概要: Op.6の最後のマズルカで、非常に感情的でドラマティックな作品です。変

ホ短調の調性が曲に深い哀愁を与えています。 

• 構造: 曲は複雑な和声進行と、豊かな感情表現が特徴です。特に中間部で

は、テンポが速くなり、緊張感が高まります。 

• 演奏のポイント: 強弱やテンポの変化を繊細にコントロールし、曲のドラマティック

な展開を際立たせます。感情を込めて演奏することが重要です。 

マズルカ第 5番 変ロ長調 Op.7-1 

• 概要: このマズルカは明るく、軽やかな性格を持っています。変ロ長調の調性が

曲に温かみを与えており、親しみやすい雰囲気です。 

• 構造: 主題はシンプルで、リズムが明確です。中間部では一時的に調性が変

わり、曲に対比をもたらします。 

• 演奏のポイント: シンプルでありながらも、リズムのニュアンスをしっかりと表現するこ

とが求められます。軽やかさを保ちながら演奏します。 

マズルカ第 6番 イ短調 Op.7-2 



• 概要: この作品は哀愁と抒情性が感じられるマズルカです。イ短調の調性が、

曲に悲しげな印象を与えています。 

• 構造: 曲は三部形式で、中間部では長調に転調し、一時的に明るい雰囲気

が現れます。しかし、再現部で再び主題が戻り、曲は落ち着いた終わり方をしま

す。 

• 演奏のポイント: 感情を込めた演奏が求められます。特にペダルを使って、和音

の響きを豊かに表現することが大切です。 

マズルカ第 7番 ヘ短調 Op.7-3 

• 概要: このマズルカは内面的で、深い感情が込められた作品です。ヘ短調の

調性が曲に荘重な雰囲気を与えています。 

• 構造: 複雑な和声とリズムが特徴で、特に中間部では、テンポが速くなり、緊張

感が高まります。 

• 演奏のポイント: ドラマティックな展開を強調し、感情を豊かに表現することが求め

られます。リズム感を保ちながら、しっかりとした音を出すことが重要です。 

 

ショパンのマズルカは、ポーランドの伝統舞曲を基盤にしながらも、彼の独自のスタイルと

感情表現が詰め込まれた作品群です。それぞれのマズルカは、ショパンがいかにして祖

国の音楽的伝統を尊重し、同時に個々の作品に彼自身の感情や思想を織り込んだ

かを示しています。これらの作品を通じて、ショパンが音楽において追求した美しさと感情

の深さを感じることができるでしょう。 
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